
番号 要領・様式の該当箇所 質　問 回　答

①
【実施要領】P５

９（２）提出資料に関す
る注意事項

各様式に関して、上下左右の余白や文字サイズについては、特
に指定はないとの理解でよろしいでしょうか。

お見込のとおりです。

②
【実施要領】P５

９（２）提出資料に関す
る注意事項①

「インデックスラベル」とありますが、インデックスに関し
て、「ラベル」（シール形式）ではなく、「シート」（見出し
付きの色紙）の使用を認めていただけないでしょうか。

問題ありません。

③
【様式集】

「提出資料に関する注意
事項」（３）②

「副本への添付資料は、文字を塗り潰す等」とありますが、
「添付資料」とは「提案見積書」と「積算内訳書」が該当する
との理解でよろしいでしょうか。

「提案見積書」と「積算内訳書」に加え、プレゼン資料
において記載いただく内容が該当します。業務実績や実
施体制の説明において、組織図の画像等を引用される場
合などは特にご注意ください。

④
【仕様書】P１

３(1)ア

「令和元年度の検討結果」とありますが、当該検討の中でVFM
の算定（従来方式と公民連携事業で実施した場合のコスト比
較）は行われておりますでしょうか。（前年度のVFM算定の状
況により、業務内容に記載されている「特定事業の評価及び検
討」に係る作業日数に影響が出るものと考えます。）

令和元年度事業におけるPFI導入可能性調査に関する検
討結果は別添①のとおりです。

⑤
【仕様書】P１

３(4)

「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する
法律」とありますが、民間事業者の募集・選定は、PFI法に基づ
いて実施することを想定されているとの理解でよろしいでしょ
うか。
※「(3)公民連携の事業スキームの検討」とありますが、公民連
携手法として、PFI手法の導入が前提になっている（PFI法に基
づかない事業スキームは想定されていない）との理解でよろし
いでしょうか。

現時点においては、民間事業者の募集・選定は、PFI法
に基づいて実施することを想定していますが、本プロ
ポーザルにおける参加事業者からの提案及び受託後の業
務「(3)公民連携の事業スキームの検討」等の内容によ
り、他の手法によることが適切であると判断する可能性
もあります。

⑥
【仕様書】P２

３(11)

「事業契約締結に関する支援」とありますが、本業務の期間中
（令和３年３月31日）に、貴市と民間事業者との契約を完了さ
せる（令和３年３月の議会で民間事業者との契約に係る議決を
想定する）スケジュールが必須になるとの理解でよろしいで
しょうか。現段階で貴市が想定されている令和２年度における
「民間事業者の募集・選定スケジュール」をご教示いただけな
いでしょうか。（本業務は、「忍者体験施設整備事業における
検討状況について」P17記載の「事業スケジュール」を前提に
実施する必要があるとの理解でよろしいでしょうか。）

「忍者体験施設整備事業における検討状況について」
P17記載の「事業スケジュール」は、最速での開業を目
指した場合に想定される事業スケジュールを整理してい
るものであり、本業務の仕様書は、このスケジュールを
基に令和２年度に実施可能な業務を盛り込んでいます。
一方で、今後の民間事業者との対話や社会情勢等によ
り、仕様書に定める全ての業務を完了させることができ
ないケースもあり得ると考えており、その場合の取り扱
いは、受託事業者と協議の上決定します。

⑦
実施要領P1

｢４ 参加資格｣
共同事業体による企画提案書等の提出について認められるか伺
います。

共同事業体による企画提案書等の提出は認められませ
ん。ただし、実施要領に記載のとおり、本業務における
専門分野（管理技術者を除く）について、協力者を加え
ることは可能です。

⑧

実施要領P6「10　審査
（3）2次審査（プレゼン
テーション及びヒアリン
グ審査）」

2次審査の際に、PCおよびプロジェクタ―・スクリーンを使用
することは可能か伺います。また、もし可能な場合、プロジェ
クター・スクリーンは参加者が持参するものと考えてよろしい
でしょうか。更に、企画提案書の内容にもとづく、発表用資料
(パワーポイント等)を、別途作成・活用してもよろしいでしょう
か。

PCおよびプロジェクタ―・スクリーンを使用すること
は可能です。プロジェクター及びスクリーンは当方にて
準備いたします。企画提案書の内容を基本として、発表
用資料(パワーポイント等)を、別途作成・活用していた
だくことは可能です。プレゼンテーション及びヒアリン
グの詳細については、参加者に実施要領を送付いたしま
すので、ご確認ください。

⑨
実施要領P7 ｢11 提案を
特定するための評価基準｣

｢７ 民間事業者との対話手法及び提案の評価手法｣に、『PFI事業
者への提案のさせ方…』との表記がありますが、本事業はPFI事
業を前提とした事業スキームを予定しているものか伺います。

同旨⑤

⑩

参考「忍者体験施設整備
事業における検討状況に
ついて」P9成瀬平馬家屋

敷跡について

「・・・平成30年より保存改修工事を行っています。」とあり
ますが、保存改修工事内容をご教示いただけるか伺います。ま
た、文化財の保存・活用に資するものとして、例えば長屋門
へ、忍者体験施設の機能の一部を付与してもよろしいか伺いま
す。（民間事業者等による文化財活用の視点）

成瀬平馬家長屋門保存改修工事（令和２年6月末完了予
定）では、床の不陸、柱の傾き、柱の痛み等を総合的に
修理するために、土壁、造作を撤去する必要があり、そ
のために建物を半解体したうえで改修工事を行うととも
に、部材の詳細調査、破損状況、痕跡などの調査を行い
ました。また、文化財の修理であるため、古材をできる
限り再利用して保存修理を行っています。（工事図面は
別添②のとおりです。）なお、忍者体験施設整備事業に
ついては、長屋門の利活用と一体的に検討することを想
定しています。

質問回答書

件名：忍者市プロジェクト民間活力導入支援業務委託

※この回答に対する質問は受付できません。　
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６．民間活力導入に向けた検討 

6.2. ＰＦＩ導入可能性調査 

(1)概算事業費の算出 

前項でケース・スタディを行った施設について、延べ床面積（約 1,900 ㎡）に民間事業を基

にした建築工事単価（24.5～24.9 万円/㎡）を乗じて概算事業費を算出すると、概ね、５億円前

後と想定される。 

但し、本施設を公共が整備する場合、整備費の増加が見込まれること、建築工事費に占める

資材単価等は社会経済情勢に影響されることなど、変動要因が多いことから、ここでの試算は

参考に留めることが望ましい。 

 

 

表 6-7 概算工事費の積算根拠 

項  目 内  容 備  考 

① 工事単価（㎡当たり） 工事費予定額（②）×工事費補正率（③）  

②工事費予定額 三重県における鉄骨造、建築用途別の建築戸数、延

べ床面積、工事費予定額* 

出典:建築着工統計 

2017 年度 

 

 

③工事費補正率 建築物の竣工時に実際にかかった費用（工事実施

額）を実地に調査し、着工時における工事費予定額

とのかい離を明らかにする。（都市部における一定

抽出率による無作為抽出調査） 

出典:建築着工統計 

2017 年度 

 

参考.非木造建築物の工事費に占める建築設備工事費率：約 23％ 

 

 

 

注）整地に要する費用は含まれます。消費税は含まれません。 
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(2)概算ＶＦＭの算出 

参考までに、計画施設の整備に当たり、官民連携事業の導入を想定する場合、施設整備に係る

事業費が概ね、６億円を超える場合、公共直営方式や公共直営＋指定管理者制度に比べてＰＦＩ

（ＢＴＯ）による費用対効果が見込まれると試算できる。 

 

表 6-8 民間活力導入を想定した場合の経済効果（ＶＦＭ）の試算 

事業手法 
公共直営方式 

（従来方式） 

公共直営方式 
＋ 

指定管理者制度 
ＰＦＩ(BTO)方式 

▼施設整備費用 10 億円の場合 

概算事業費（千円） 2,125,559 2,077,934 1,676,825 

財務負担削減額（千円） － 47,625 448,736 

財政削減率（ＶＦＭ）（％） － 2.2 21.1 

▼施設整備費用 6億円の場合 

概算事業費（千円） 1,155,334 1,126,759 996,589 

財政負担削減額（千円） － 28,575 158,745 

財政削減率（ＶＦＭ）（％） － 2.47 13.7 

▼施設整備費用 4億円の場合 

概算事業費（千円） 670,227 651,177 656,385 

財務負担削減額（千円） － 19,050 13,842 

財政削減率（ＶＦＭ）（％） － 2.8 2.1 

※ＰＦＩ（ＢＴＯ）：民間事業者が施設を建設し、施設完成直後に公共に所有権を移転し、民間事業者
が維持管理及び運営を行う方式。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-5 本来のＶＦＭの考え方 

 

 

ＰＳＣ 

運営費 

維持管理費 

企画・設計費 

建設費 

金利（起債） 

運営費 

維持管理費 

企画・設計費建設費 

金利（プロジェクトファイナンス） 

提案経費 

定量的ＶＦＭ 

性能 
機能 

空間形成 
デザイン等 

性能 
機能 

空間形成 
デザイン等 

 

定性的ＶＦＭ 

ＰＳＣ ＰＦＩ－ＬＣＣ ＰＦＩ―ＬＣＣ 
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(3)事業者への事業参画意向に関するサウンディング 

本事業における民間活力導入の可能性について、本事業に興味・関心を示す事業者に対し、本

事業への参画意向等に関するサウンディングを実施、その結果、民間事業者が施設建設を担うこ

とは難しいが、計画施設の規模を前提に事業運営を検討することは、事業スケジュールも含めて

前向きに検討したいというものであった。 

特に、しっかりとした企画力と話題性をいかに提供できるかが重要との認識が示された。 

 

 

表 6-9 事業者への事業参画意向に関するサウンディングの結果（要旨） 

日時／場所 内容（骨子） 備  考 

令和２年２月 
／事業者所在地 

・施設整備を民間事業者が担う場合、減価償却の設定が

難しい。例えば、15 年償却とした場合の償却期間後の

施設の取り扱いについても検討が必要となる。 

・施設整備費について、市か民間事業者に対して例え

ば、「建築協力金」を支払い、民間事業者の負担軽減

が図れないかについては、単年度予算を前提とする行

政の枠組では、対応に工夫が必要と考えられる。 

・公設とした場合も、施設整備後に生じる修繕のしやす

さや定期改修に係る負担など、検討すべき項目は少な

くない。 

・計画施設を民間事業者が運営する場合、老若男女、全

ての人が楽しめる施設とすることが重要と考えてい

る。特に、関西から１時間程度のドライブコースにあ

る当市のロケーションは活かすべきと考えており、し

っかりとした企画力と話題性をいかに提供できるか

が重要と考えている。 

・計画施設の誘客増には、伊賀流忍者博物館との連携を

はじめ、中心市街地の観光施設等との連係は不可欠と

考えられる。 

・本施設では駐車場収入は期待できず、施設近傍の民間

駐車場利用を想定し、必要に応じて駐車場事業者との

連携も考慮する。 

・当面の課題は、事業運営を担うＳＰＣの事業スキーム

が挙げられ、地元事業者の事業参画の可能性について

も検討が必要と考えられる。 

・インバウンド客の誘客には、ランドオペレーターとの

提携は不可欠となる。 

・感覚的には、伊賀流

忍者博物館の来館者

数をベースとして、

最低でも年間来館者

数を 20 万人、うち、

15％はインバウンド

が占めるといったこ

とが想定される。 

・提供するコンテンツ

の例として、20 分／

回の忍者ショーや忍

者グッズの拡販等が

想定されるが、収益

の柱となる事業は今

後、慎重に検討した

い。 

・観光協会は、マレー

シアやフランス等で

営業を実施してお

り、2020 年度からス

タッフを採用予定。 

 

 

 

 

 

 

 



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

図面リスト

附近見取り図

特記仕様書(1)

特記仕様書(2)

仕上表

修理　平面図

修理　屋根伏図

修理　南側立面図

修理　北側立面図

修理　断面図

修理　展開図(1)

修理　展開図(2)

建具表(1)

修理　基礎伏図

修理　床伏図

修理　小屋伏図

修理　外構図

現状　平面図

現状　屋根伏図

現状　南側立面図

現状　北側立面図

現状　断面図

現状　展開図(2)

現状　レベル図

電気設備　特記仕様書

A- 1

A- 2

A- 3

A- 4

A- 6

A- 5

A- 7

A- 9

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

A-28

A-29

A-30

A-31

A-32

A-33

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

E- 1

E- 2

E- 3

E- 4

現状　柱傾斜図

現状　梁伏図

現状　外構図

現状　小屋伏図

現状　床伏図

現状　天井伏図

現状　痕跡図

現状　展開図(1)

建具案内図

A-10

A- 8

門扉飾金物詳細図

出格子詳細図

修理　梁伏図

修理　天井伏図

修理　西側東側立面図

建具表(2)

現状　西側東側立面図

現状　門東側西側立面図

A-41

A-34

A-35

修理　門東側西側立面図

電気設備　盤類結線図・照明器具姿図

電気設備　現状　設備図(撤去図)

電気設備　　設備図(改修図)

電気設備　空調設備図（改修図）E- 5

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

付近見取図

付近見取図 1： 2500

計画地

A-1

計画地：伊賀市丸之内30

A3 S=1:3500

A2 S=1:2500

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事概要

建設地

敷地面積

法規制

用途

規模

構造

建築面積

延床面積

軒高

最高部高

給水加入負担金

電力引込工事需要家負担金、電話債権及び局電話用配線、機器取付工事

電気、水道、ガス等の本設後引渡しまでの基本料金及び使用料金は施工業者の負担とする

2.特記仕様　(1)項目は番号に※印のついたものを適用する (2)特記事項に記載の( )内の番号は建築工事共通仕様書の該当項目、該当表、及び該当図を示す

3.本特記仕様書で「図示」とあるのは設計図面記載事項を意味する

5.製造所に記載のある場合は記載された製造所の製品と同等以上のものとする

項目

適用工事種別

建築材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又はこれと同等以上とする

建築工事共通仕様書に記載されていない特別な工法は、当該製品の指定工法による

※　構外搬出適切処理

分類規格 撮影箇所数 部数 原版の大きさ

・　モノクロ

100×125以上

撮影業者　監督員の承諾する業者

施工図 設備機器の位置、取合い等の検討できる資料を提出して監督員の承諾を受ける

10.設計GL

※　作成する　　　　　　・ 作成しない

12.責任施工保証書

提出部数は本書、写し各一部以上とし監督員の承諾を受ける

次の件名の責任施工の工事保証書を施工業者及び製造所との連名にて竣工と同時に提出する

件名　　※　屋根工事　　・　防水工事

提出図書 部数 提出時期

1.工事請負契約書

2.工事工程表

3.現場代理人及び主任技術者

4.協力業者名簿

5.メーカーリスト

6.仮設計画書

7.施工図、製作図

8.工事工程報告書

9.打合議事録

10.官公署届出書類控

11.材料試験報告書

12.工事竣工届

13.工事竣工引渡書

14.工事竣工図

15.工事完成写真

16.工事保証書、取扱説明書

17.鍵リスト

契約時

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

実施15日前

その都度

試験後10日以内

竣工時

竣工時

竣工後30日以内

竣工後30日以内

竣工時

竣工時

甲乙用のもの

ネットワーク工程表

経歴書、資格証明

各工事毎

工事進捗表、写真、日報

鍵ケース共

1カ月毎

17.定例打合会議 ※　工事の円滑な進行を図るため、監督員の指示により工事期間中定期的に各工事責任者を招集し、打合せを行う。

※　請負者は定例打合会議の議事録をとり、その都度監督員の承諾をえる。

1.監督員事務所 ・　設ける　　※　設けない 監督員事務所の規模　(・1号　・2号　・3号　・4号)

構内既存の施設

構内既存の施設

1.埋戻し及び盛土の種別 　・A種(山砂の類) ※ B種(根切土の中の良質土) ・C種(他現場の建設発生土の良質土)・D種(再生コンクリート砂)

※　構外搬出適切処理　・構内指示の場所に敷均し　・構内指示の場所に堆積

・平板載荷試験

・杭載荷試験

( )箇所　最大荷重( )ｔ/㎡

( )箇所　最大荷重( )ｔ/㎡

試験を行う深さＧＬ-（　　）m及び土質( )

試験種別(

方法は敷地調査共通仕様書による。試験位置は図示による。

杭の種類 ・PHC杭(遠心力高強度コンクリート杭) ・SC杭(外殻鋼管付コンクリート杭) ・PRC杭(プレストレスト鉄筋コンクリート杭)

試験杭

本杭 杭径( )mm　長さ( )m　継手箇所数　長期設計支持力( )N/㎜

杭径( )mm　長さ( )m　継手箇所数　長期設計支持力( )N/㎜

継手

杭の施工法

材料

鋼管杭

H型鋼杭

・SKK400 ・SKK490

・SHK400 ・SHK400M ・SHK490

規格名称 種類の記号 寸法㎜

4.場所打コンクリート杭地業 コンクリート種別

鉄筋の種別 5章2節「材料」による

(・A種　　・B種 )

工法 (・アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法　　・場所打鋼管コンクリート杭工法　　・拡低杭工法　)

※　建物内の土間スラブ(土間コンクリートを含む)の直下

※　ポリエチレンフィルムの厚さ0.15㎜以上　　※　重ね巾縦横共250㎜以上

コンクリートの設計基準強度 (Fc) ( )N/㎜2

種別

5.地盤改良

6.割石、砂利地業

7.捨コンクリート地業

8.防湿層

1.鉄筋の種類

※　異形鉄筋 ※　A種 ※ SD295A

・　B類

鉄筋 種類 種別 径(㎜)

・　丸鋼

・　B類

2.溶接金網 網目の形状・寸法※JIS規格品

※　重ね継手 ・ガス圧接

4.鉄筋のかぶり厚さ ※　外壁のかぶり厚さは目地底から算定する。 表5.3.6

耐久上不利な箇所のかぶり厚さ

5.3.6表の値に加える寸法(㎜)施工箇所

1.ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの種類 ※Ⅰ類　　　・Ⅱ類

2.セメントの種類

3.スランプ ※　図示の範囲はスランプ15㎝とし、特記なき部分は6.2.1表による。

※　普通ポルトランドセメント(又は混合セメントのA種) ・早強ポルトランドセメント

砕砂及び砕石の種類 ※　A種 ・　(※ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量Rt=0.3㎏/m3以下　・ｾﾒﾝﾄの種類高炉ｾﾒﾝﾄB種)

※　0.04以下(°/wt) ・　0.1以下(°/wt)

混和材　(※JIS6201によるフライアッシュ)

混和剤 (※JIS6204によるAE剤、AE減水標準型のⅠ種)

7.普通コンクリート ※　図示

設計基準強度

※　21

Fo(N/㎜2) 施工箇所

所要空気量 (°/wt) ※　4　　　　

8.コンクリートこて仕上げ 種別

※　A種

・　B種

施工箇所

一般屋根防水層下地、防水下地

1.鋼材

種別 使用箇所 規格等

※　JIS規格品

※　JIS規格品

2.高力ボルト ※　トルシア形高力ボルト

・　JIS形高力ボルト

・　溶融亜鉛めっき高力ボルト ( セットの種類　※　1種(F8T相当) ・　　　　　　　)

( セットの種類　※　2種(S10T) 　　・　　　　　　　)

※　JIS A5540(建築用ターンバックルの規格品)による。

ターンバックル胴　(※　割枠式　　・　　　　) ターンバックルボルト　(※　羽子板ボルト　　・　アイボルト　　・　両ネジボルト　)
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1.適用基準等

3.技能士

4.建築材料等

5.特別な材料の工法

6.発生材の処理

7.完成写真

8.設備工事との取り合い

9.工事完成図等

3.工事用電力

2.工事用水

2.残土処分

1.載荷試験

3.鋼杭地業

2.既成コンクリート杭地業

3.鉄筋の継手

4.骨材

5.細骨材の塩分含有量

6.混和材料

3.ターンバックル

１.工事名称

3.工事発注者

2.工事概要

４.敷地

5.工期

6.建物概要

7.別途工事

共通事項

建築工事

給排水衛生設備工事

各設備工事使用料金

8.建築工事仕様

電気設備工事

2.電気担当技術者

1
一

項
事
般

工事中の法規改正及び関係官庁よりの指導事項等による変更工事。近隣への各種公害対策費

図示のない什器備品、家具

備考

( セットの種類　※　2種(F10T) 　　・　　　　　　　)

寸法

容積率 %

%

18.その他 監督員の指示による

品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努める事

・　キャビネ版

内部( 　　 )

下記のものを監督員に提出する

工事写真をファイルしたものを含む

※　利用できる( ※有償　・無償　) ・　利用できない

※　利用できる( ※有償　・無償　) ・　利用できない

鋼材　(別図による)

厚さ　　※　50㎜　　・( )㎜

厚さ

特記仕様書(1)

建屋半解体修理

伊賀市上野丸之内30

　　　　㎡

都市計画区域、市街化区域、商業地域（80％，400％）、法22条区域

武家屋敷長屋門

平屋建

木造

73.51　㎡ （修理後） 建蔽率

73.51　㎡ （修理後）

3.011　ｍ

4.578　ｍ

公共建築改修工事標準仕様書、建築工事標準詳細図

・防水工事

・タイル工事

・植栽工事

※　カラー 外部( 　　)

※撮影箇所、部数は監督員の指示による

施工範囲　　・　図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

・　図示した下地天井、壁ボード類の下地の補強を要する箇所の切込み及び補強

・　図示 ※ 現状GL

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　　・　アーク溶接　　

種別 ・　柱状改良杭

・　図示

※　100㎜　　・( 　　 )㎜

施工箇所　

・　SD345 ・19

・10　　※13　　・16

・　A類

コンクリート底盤、土間

4.仮設素屋根 ※　設ける

・　18

コンクリート底盤、土間

、鉄線の径( )㎜6(200 ×　200) 、施工箇所( 土間 )

A-2

・　適用する　　　適用しない※

※木工事　※屋根及び樋工事　・金属工事　※左官工事 ・建具工事　・塗装工事　

・内装工事(畳敷き)

13.提出図書 ※　本工事の施工に伴う提出図書は下記に定める他、監督員の指示による。。

ただし、同等以上とする場合は監督員の承諾を受ける

・再生クラッシャーラン　　・切込砂利　　※切込砕石(C-40)

成瀬平馬家長屋門保存修理工事

・鉄筋工事　・コンクリート工事(床コンクリートこて仕上、型枠) ・鉄骨工事　・ALCパネル工事　

11.施工図 工事の施工前には施工図を提出し、監督員の承諾を受ける。

伊賀市長　岡本栄

4.本工事の設計図書の優先順位(1.質疑回答書　2.本特記仕様書　3.設計図面　4.工事費内訳書)

1.図面及び特記仕様書に記載のない事項は全て国土交通大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書(最新版)に準じる

(国土交通大臣官房官庁営繕部監修)、工事写真の撮り方

成瀬平馬家長屋門保存修理工事
○保存修理方針

・市指定文化財の半解体修理であり、半解体後、木材・瓦材などを

・既存材の再利用の是非については、監理者・監督員の指示による。

・並行して保存修理記録を行うので、工程調整や調査補助等により、

記録作業者に協力をする。

状態により選別し、番付け等による整理を行う。



材料 ※　JIS A5208(ねんど瓦)による。

1.長尺金属板葺

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

※　超音波探傷試験

・　

備考試験数試験箇所試験の種別

5.鉄部の下地こしらえ 種別　　・A種　　・B種　　※C種

種別　　※A種　　・B種　　・C種

種別　　・A種　　※B種　　・C種

種別　　・A種　　※B種　　

・　監督員の承諾する製作工事用

※　「溶接作業判定基準」に適合する製作を行う製作工場又は国土交通省告示1103に基づき国土交通大臣が認定した工場

1.補強コンクリートブロック造 ブロックの種類

鉄筋の種類

丸鋼

( ・A類( ) ※B類( ) )

( ※A類( ) ・B類( ) )

2.ALCパネルの種類 ・外壁用パネル　　・間仕切り用パネル　　・屋根用パネル　　・床用パネル

適用

施工場所 材料

アスファルト

アスファルトルーフィング

※　3種　　　　・4種

※　35㎏品　　・45㎏品

2.合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

・シルバー

・カラー

種類 使用分類

・非歩行

・軽歩行

厚さ(㎜)

仕上げ塗料

仕上げ塗料

種別

種別 施工箇所

施工箇所

種別 材種

ガラス方立、ガラス突付け

金属製笠木目地

・変成シリコーン (2成分形)

・変成シリコーン (1成分形)

建具周囲

建具周囲

コンクリート壁目地

タイル目地

・A種

・B種

・C種

・D種

高ﾓｼﾞｭﾗｽ形

低ﾓｼﾞｭﾗｽ形

(1成分形)

(1成分形)

(2成分形)

シリコーン

シリコーン

(2成分形)ポリサルファイド

施工箇所

ガラス留め

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

接着性試験 ・　行う　　　　※　行わない

※　アスファルトルーフィング940　　・ゴムアスルーフィング　　・透湿型ルーフィング

仕上げ

仕上げ (・粗磨き　　・水磨き　　・本磨き　) 施工箇所　( )

種石の種類 ( ・花崗岩　　・大理石 )

1.陶磁器質タイル張り タイルの種類

陶器(㎜) 磁器 炻器 無釉 施釉 有 無 標準 注文

釉薬 備考施工箇所 色役物生地形式・寸法

タイル張りの工法　　※11.3.2表による。

製造所 INAX同等以上

1.木材の材質 材質　　　※　日本農林規格による。

含水率 構造材・下地材 造作材 ( 15°/wt) 含水率試験 ( ※　行う　　　・行わない　)

・　行う(施工箇所　　　　　　　　　　　)　　※　行わない

※　ガルバリウム鋼板 0.4 ポリエステル樹脂

施工箇所葺形式塗装厚さ(㎜)材質

2.折板葺 材質 塗装厚さ(㎜) 山高 緊結方式

・ボルト式

・はぜ方式

施工箇所

工法

材種 ・硬質塩化ビニル・配管用鋼管

種類 施工箇所

材質 施工箇所

手摺子ブラケット笠木

材料

仕上

・薄付け仕上塗材

・可とう形外装薄塗材　( )

・外装薄塗材 ( )

・内装薄塗材 ( )

・吹付け

・ローラー塗り

・厚付仕上塗材 ・外装厚付材 ( )

・内装厚付材　( )

・吹付け

・ローラー塗り

・複層仕上塗材 ・複層塗材　( )

・可とう形複層塗材　( )

・防水形複層塗材　( )

・吹付け

・ローラー塗り

工法仕上げ種類名称

・アクリル樹脂エナメル

・光沢

・ウレタン樹脂エナメル

上塗材

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・凹部処理

・凹部処理

・凹凸模様

・ゆず肌状

・模様吹き

色彩

材料

2.その他

種別

性能

・A種　　※B種　　　・C種

耐風圧性(※S-4) 機密性(※A-3) 水密性(※W-4)

外部建具　(・B-1種　※B-2種 ) 内部建具　(・C-1種　※C-2種 )表面処理

見込 ※　70　　・100

2.鋼製軽量建具

製造所 ※　監督員の承諾する製造所

材料　※製造所の仕様による。

製造所

製造所

マスターキー

板ガラス フロート板ガラス 厚み　※5 ガラス留め材

アルミニウム製建具 ※ガスケット　(但し、FIX部はシーリング材とする)

木製建具 ※押縁

材種建具の種類

1.一般塗料 ※　JIS表示許可工場の製品とする。

※　低VOC(揮発性有機化合物)製品を使用すること。

※　ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とする。

※無地

厚み

・柄物(マーブル)

色柄種類

材料

品質・規格

※JIS A5705による

種類及びパイルの形状

3.フローリング張り

畳床 ・A種　　・B種　　※C種

5.石膏ボードその他ボード及び

合板張り

※　化粧石膏ボード

※　石膏ボード

種類 厚さ　 備考

防火性能符号

無機質

品質等

ビニル

種類

織物紙

※ 量産品

7.断熱・防露 断熱材 ※グラスウール　(厚み100㎜　　24㎏/m3)

1.排水桝

1.路盤材料

1.植込用土

加熱混合物

シールコート ※　行う　　・行わない

・細粒度アスファルト混合物 (13)

・粗粒度アスファルト混合物 (20)

※蜜粒度アスファルト混合物 (13) 厚さ　50㎜

※　クラッシャラン( C 40 )
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2.配水管

3.排水溝

2.アスファルト舗装

2.植込み

3.植樹

4.支柱

6.壁紙張り

4.畳敷き

1.ビニル床タイル

及びビニル床シート張り

2.カーペット敷き

2.塗装業者

3.木製建具

5.自動ドア機構

7.ガラス

4.ﾊﾟﾈﾙ間仕切り

1.アルミニウム製建具

1.仕上塗材仕上げ4.溶接部の検査

6.錆止め塗料

7.建方用アンカーボルトの保持

及び埋込み方法

8.柱底均しモルタル工法

9.鉄骨の製作工場

1.アスファルト防水

3.塗膜防水

4.シーリング材料

3.テラゾーブロック張り

2.大理石張り

5.ルーフィング

3.防蟻処理

2.樹種・等級

3.粘土瓦葺

4.樋

2.金属成形板張り

1.ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の表面処理

※　硬質塩化ビニル管 (VP) 100

※　9.5　 ※　12.5

※　9.5

木製桟付

2級1級

※

シリコーン※

※ ポリウレタン ALC目地、サイディング目地

特記仕様書(2)

※試験箇所数の考え方は　JASS 6 表5.1による。

※ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞは各ﾛｯﾄから10％に相当する部材数とする。

ｻﾝﾌﾟﾙ立会20ヶ所程度

・　C種普通ブロック　　

・　異形鉄筋

瓦棒葺 屋根

検出装置　・マットスイッチ　　・タッチスイッチ　　・光電式

厚み

網入板ガラス

※一般用 ※発泡層 ※1.8 ※2.3 ※遮音防滑性階段床材　※防滑性長尺シート

・　木目化粧石膏ボード

・　ロックウール化粧吸音板

・　ケイ酸カルシウム板

・　ラワン合板

(・　柾目　　・木目)・　9.5

・　9

・　6

・　5.5　 ・　9

1.表札

2.床下収納庫

3.天井点検口

4.カーテンレール

5.物干金物

6.避難ハッチ

7.

8.

10.

9.

11.※　アルミ製　

※　アルミ製　W　

※　アルミ製　スライド式

※　ステンレス製

※　アルミ製

※　FRP製

3.手摺（バルコニー）

(※粗磨き　　・水磨き　　・本磨き　) 施工箇所　( 踏石 )

・土居葺き

製造所 厚さ　100㎜

※竹小舞荒壁 ※外装用じゅらく壁 ※内装用じゅらく壁 ※漆喰塗り（城壁同等）

※荒壁土は新規土の他既存土を再利用すること。

A-3

※　ガルバリウム鋼板

調査　 ※　現状の古瓦は整理の上、打診等による判定を行う

※　引掛け桟瓦葺き

※　図示のない場合は(12.2.3表)による代用樹種とする。

厚み　・6.8

1.花崗岩敷き

( 15°/wt)

※　刻印を製作し、主要な新補材には刻印を押す

※　再用材又は新補材の使用については監督員の指示による※　図示（県産材の利用に努める）

6.建具金物 ・製作する　　※製作しない

※　コンクリート製 (桝蓋付)　　300×300×420

※　コンクリートU字溝 W 240 （図示）

成瀬平馬家長屋門保存修理工事

種別・材質　※図示

・日本塗装工業会の会員　　・監督員の承諾する塗装業者

山のピッチ

寸法・種別　※　図示、古彩色いぶし仕上瓦等(二度焼き等により、古色を出したもの)とし、試作品を作成の上決定する。



成瀬平馬家長屋門保存修理工事

(下地)

外部仕上表

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

巾木（腰)床(下地)仕上(下地)部位 壁(下地) 天井(下地) 廻縁 備考

内部仕上表

軒裏

外壁

外部建具

階 室名

屋根 現状

修理

和瓦葺き

杉皮土葺き（下地）　

現状 杉板張り

修理

修理

現状 漆喰塗り、中塗仕上げ

漆喰塗替え、中塗外壁用じゅらく壁塗り

現状

修理

修理

現状 軒樋

竪樋

塩ビ製

塩ビ製

軒樋

縦樋

和室(1)

前室

和室(4)

和室(5)

樋

外構 現状

修理

和室(3)

和室(2)

台所

便所

和室(1)押入

和室(3)押入

和室(5)押入

現状

修理

現状

修理

現状

修理

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

現状

修理

修理

修理

修理

修理

修理

修理

修理

修理

畳敷き

畳敷き

畳敷き

板張り

土

土

土

板張り

杉板張替え

土壁じゅらく塗り

土壁じゅらく塗り

土壁じゅらく塗り

土壁じゅらく塗り

土壁じゅらく塗り

土壁じゅらく塗り

土壁じゅらく塗り

合板張り

土壁

土壁

土壁

土壁

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

畳寄せ

畳寄せ

畳寄せ

畳寄せ

畳寄せ入替え

畳寄せ入替え

畳寄せ入替え

寄せ

寄せ入替え

畳寄せ欠損

寄せ欠損

畳寄せ新作

畳寄せ新作

畳寄せ新作

畳寄せ欠損

土玄関 吹抜け

棹縁天井新設

棹縁天井

棹縁天井

棹縁天井

棹縁天井

棹縁天井

棹縁天井張替え

棹縁天井張替え

棹縁天井張替え

棹縁天井張替え

竹簀子天井

竹簀子天井

竹簀子天井

竹簀子天井

竹簀子天井修理張替え

竹簀子天井修理張替え

竹簀子天井修理張替え

竹簀子天井修理張替え

土壁塗替えじゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

土間コンクリート

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉入替え

杉入替え

杉入替え

杉入替え

杉入替え

杉入替え

杉入替え

棹縁天井張替え畳敷き替え

畳敷き替え

畳敷き替え

三和土塗り

三和土塗り

畳敷き

畳敷き替え

化粧石膏ボード

門 現状

修理

土間コンクリート 土壁じゅらく塗り

土壁塗替えじゅらく塗り

棹縁天井

棹縁天井張替え

杉

杉入替え

土間コンクリート打替え玉砂利洗出し

土間コンクリート

杉入替え

玄関扉作り替え

小縁新作

襖作り替え

襖作り替え

襖新作

襖新作

襖新作

大戸修理

仕上表

杉板張替え桟葺き

土間コンクリート打替え豆砂利洗出し

寄せ

寄せ入替え

畳寄せ入替え

小縁新作

襖新作

襖新作

ガラス戸修理 障子修理

前室扉作り替え

障子新作　障子修理

A-4

出格子 現状

修理 古色塗り作替え、

押縁下見板・下見板・羽目板張り

押縁下見板・下見板・羽目板張替え　古色塗り

一部作替え　古色塗り

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

化粧杉板張替え　古色塗り

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

（撤去）

（撤去）

（撤去）

杉入替え

杉入替え

1階

畳新作（縁なし）

畳新作（縁なし）

杉板張替え

板張り

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去） （撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

ガルバリウム鋼板丸付替え 105φ

ガルバリウム鋼板丸付替え　60φ

※すす竹再利用

和瓦（古彩色いぶし仕上等）葺替え



作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

修理 平面図

1

1

5

5

6

6

7

7

ﾁ ﾁ

ｲ ｲ

9

9

ﾙ ﾙ

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990

999 2,046

8,770

1,943 970

970887

985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

985 1,965 918306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978

4,9754,232

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1
,
9
8
0

1
,
0
5
5

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

3
,
9
6
0

1
,
4
8
5

1
,
3
3
5

1
,
1
4
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

和室(4)

板間

和室(1)

和室(2)

和室(3)

床の間

押入

2

2

3

3

ﾄ ﾄ

4

4

ﾛ ﾛ

ﾍﾍ

和室(5)

三和土前室

小縁

押入

板敷

ﾊ ﾊ

8

8

三和土

小縁

押入

11

11

12

12

ﾆﾆ

ﾎﾎ

(復旧)

(復旧)

中段

中段
(復旧)

畳 入替

畳 入替

畳 入替新補

(復旧)

框

畳 入替畳 入替新補

新補

柱 入替柱 入替

Ａ-5

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展 開 方 向

柱 新補
踏石踏石

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



修理 屋根伏図 S:1/50

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

修理 屋根伏図

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

ﾆﾆ

3

3

ﾁ ﾁ

ﾎﾎ

ｲ ｲ

10

10

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾍﾍ

ﾄ ﾄ

9

9

8

8

ﾙ ﾙ

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990 1,943 970 985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

2,284 15,693

17,977

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1
,
9
8
0

1
,
0
5
5

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

3
,
9
6
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

13

13

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

竪樋60φ

呼樋60φ

集水器軒樋105φ

飾りｱﾝｺｰ

Ａ-6

本瓦葺 葺替

新補 棟瓦 葺替

桟瓦葺 葺替

隅鬼 葺替

本瓦 葺替

隅鬼 葺替

風切丸瓦

新補
鬼瓦 鳥衾巴

鳥衾巴
新補

鬼瓦 再用

風切丸瓦

本瓦葺 軒平(唐草紋)

軒巴(連珠三ツ巴紋)

平部 9寸×1尺

素丸 5寸

桟瓦葺 軒 野郎瓦(唐草紋)

平部 和形53A

風切丸 入母屋刀根丸 5寸素丸

水上棟 本瓦葺側 薄のし1-4段菊丸入

桟瓦葺側 薄のし1-7段素丸冠

隅棟 薄のし1-1段 捨て3段

鬼瓦 尺寸足付 家紋付(丸二片喰)

素丸 鳥衾付

隅鬼瓦 8寸一文字 家紋付(丸二片喰)

素丸 鳥衾付

A3 S=1:71

A2 S=1:50

樋:ガルバリウム鋼板

・全ての瓦を下ろした後に基準となる色を決定する。

・その上で試作品を製作し、監理者及び監督員の承諾を受け、本製作に掛かるものとする。

成瀬平馬家長屋門保存修理工事

・屋根葺き替えに際しては、素屋根を設置する。

新補瓦は古彩色いぶし仕上げ(二度焼により古色を出したもの)等とし、特記の他、下記による。



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

修理 南側立面図

修理 南側立面図 S:1/50

Ａ-7

13

18

1817

1716

16

15

15

14

148

8

9

9

10

10

3

3

12

12

11

11

7

7

6

6

5

5

4

4

2

2

1

1

13

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗替え

土壁塗替え(中塗じゅらく仕上)

押縁下見張替え(古色塗)

下見板張替(古色塗)

羽目板張替(古色塗)

軒樋

竪樋

い

は

い

は

家紋

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

修理 北側立面図

修理 北側立面図 S:1/50

Ａ-8

13 1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

3

3

10

10

9

9

8

815

15

16

1617

1718

18

13

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗替え

土壁塗替え(中塗じゅらく仕上)

押縁下見張替え(古色塗)

下見板張替(古色塗)

羽目板張替(古色塗)

軒樋

竪樋

ろ

ろ

ほ

ろ ろ

ほ

ろ

ほ ほ

ろろ

ろ

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

修理 西側東側立面図

修理 西側立面図 S:1/50 修理 東側立面図 S:1/50

Ａ-9

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾄ

ﾄ

ﾁ

ﾁ

ﾙ

ﾙ

10

5

10

5

ﾁ

ﾁ

ﾄ

ﾄ

ﾆ

ﾆ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ﾊ

ﾍ

ﾎ

ﾊ ﾎ

ﾍ

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗替え

土壁塗替え(中塗じゅらく仕上)

押縁下見張替え(古色塗)

下見板張替(古色塗)

羽目板張替(古色塗)

軒樋

竪樋

ほ

い

は

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



修理 門東側立面図 S:1/50 修理 門西側立面図 S:1/50

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

修理 門東側西側立面図

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾄ

ﾄ

ﾁ

ﾁ

ﾙ

ﾙ

10

5

1,140 840 1,055 925 1,015

4,975 3,960

925 1,055 840 1,140

10

5

ﾁ

ﾁ

ﾄ

ﾄ

ﾆ

ﾆ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ﾎ

ﾎ

Ａ-10

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗替え

土壁塗替え(中塗じゅらく仕上)

押縁下見張替え(古色塗)

下見板張替(古色塗)

羽目板張替(古色塗)

い

は

ろ

ろ

ほ
ほ

ろ

ろ
ろ

は

ほ

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

修理 断面図

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾄ

ﾄ

ﾁ

ﾁ

ﾙ

ﾙ

10

5

1,140 840 1,055 925 1,015

4,975 4,975

9251,0558401,140

10

5

ﾙ

ﾙ

ﾁ

ﾁ

ﾄ

ﾄ

ﾆ

ﾆ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ﾎ

ﾎ

3
,
0
1
1

1
,
0
6
7

4
0
0

4
,
4
7
8

2
,
9
0
0 4
,
4
7
8

4
0
0

1
,
0
6
7

2
,
5
2
1

4
9
0

▽GL ▽GL

▽FL

2
,
3
2
0

Ａ-11

1,015

和室4

前室

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

8 9 11

板間 和室（1） 押入 和室（ 3） 床の間

2
,
2
7
5

2
,
3
4
7

2
,
3
4
7

二

和室（ 2）和室（ 1）B

2
,
2
6
5

押 入 和室（ 1） 板間C

8911

2
,
3
4
7

A

イ ニ チ

和室（ 1）和室（ 2）

2
,
2
6
5

2
,
3
4
7

8 9 11

踏板 和室（2）A

2
,
2
6
5

8911

2
,
2
5
0

和 室（ 2）押入 和室（ 3） 踏板

2
,
2
7
5

C

B

ホ ニ イ

3
2
0

2
,
2
6
5

2
,
2
6
5

3
2
0

2
,
5
8
5

イ ロ ホ

玄関踏板踏板玄関 D

2
,
5
8
5

W D-8

WD-5
F-2 WD-9 F-1

WW-1WD-8 F-1

S-1

1
1
0

1
,
7
2
0

4
5
5
1
0

5
0

9
0
0

1
,
4
4
7

1
,
7
2
0

5
5
5
7
2

1
,
7
1
2

5
5
5
8
0

D

1
,
7
1
2

5
5
4
4
8
5
0 5
0

5
5

5
4
7

2
,
1
0
2

1
7
3

1
,
4
9
0

5
8
5
2
0
0

4
5

4
5

WW-2

14 15 16 17 18 イチ 1415

ホ 14 15 18 17 16 15 14

5
5

1
,
1
7
5

WD-13

付鴨居

(和室（ 1）（ 2）（ 3）・踏込） A-12

修理　展開図（1）

【凡例】

い

ろ

→　じゅらく塗替え

→　土壁塗替え（中塗じゅらく仕上）

い い い い い

い

い い

い

い

い

い

い

い

い い

い

い

い
い い い

ろ

ろ

ろ

ろ

二

B

イチ

和室（ 3）

い

い F-3

床の間

2
,
2
7
5

ろ

ろ

い

い

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

A

1

2

3 4 5

（物置 ･台所）

2
,
7
9
5

WD-12

前室 和室（5）押入 B

イロニトチル

450

前室 和室（ 4） B

チ ト ニ ロ イ

4
5
0
4
5

1
,
0
1
0

8
0
0

4
5

8
9
5

5
3
0

5
0

8
1
5

和室（ 5）押入

1

2

345

C

イ ロ ニ ト チ

D

2
,
3
2
0

S -2

6
0

1
,
7
3
0

5
0
6
2
0
1
2
0

6
0

ル

和室（ 5） 和室（4）

450

3
0
0

前 室和室（ 4）

2
,
3
2
0

4
7
5

4
5

2
,
3
2
0

4
7
5

3
0
0

A

1

2

3 4 5

和室（ 4） 和室（ 5）

S-4
S-3

F-7F-5 F-6

【凡例】

い

ろ

→　じゅらく塗替え

→　土壁塗替え（中塗じゅらく仕上）

A-13

修理　展開図（2）

ろ ろ ろ

ろ ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

F-7

OPEN ろ

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



修 理 天 井 伏 図 S : 1 / 5 0

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

修理 天井伏図

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

ﾆﾆ

3

3

ﾁ ﾁ

ﾎﾎ

ｲ ｲ

10

10

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾍﾍ

ﾄ ﾄ

9

9

8

8

ﾙ ﾙ

306 1,978 1,948 4,975 999 3,903

3,932 1,000

2,950 918

17,977

2,950 918306 1,948 4,9751,978

17,977

4
,
9
7
5

3
,
96
0

1
,
0
1
5

1
,
9
8
0

1
,
9
8
0

3
,
96
0

1
,
4
8
5

1
,
3
3
5

1
,
1
4
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

棹縁天井

根太天井

竹すのこ天井

化粧野地板

ほ

ほ

ほほ

いい

い

いい

い
い

ろ

は

ろ

は

に

ほ

い

Ａ-14

い

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

540

8
7
0

1
,
0
8
0

台所

踏板

和室(2)

和室(3)

床の間

押入

押入

WD

12
作替

S

2
修理

WD WD

2 1
存置 修理

WD

WD

1

WD WD

1
修理

WD

WD

1

WD

3

存置

撤去

撤去

撤去

撤去

作替

存置

存置

WW

4

7

AW

10 5

F

3

S

9

WW8

便所

濡縁

和室(1)
板間

玄関

WD
撤去

11

F

2
作替

2

物置

S1:50

S1:50

和室(2)

床の間

押入

和室(5)

前室

板敷

WD

12
作替

F F

S

4

S

3

S

2

F

新作

新作

新作

新作

修理

WD WD

2 1
存置 修理

WD

1
修理

1

WD

1

WD
作替

存置

作替

作替

存置

存置

新作

WW

6

F

3

S

F

WW8

F

2
作替

2

小縁

押入

和室(4)

三和土

板間
和室(1)

押入

小縁

和室(3)

踏石

WD

5

建具案内図

存置→現状の建具をそのまま使用する。

修理→現状の建具を部分修理し使用する。

作替→現状の建具を廃棄し、現状の姿で新しく作り替える。

撤去→現状の建具を撤去し、廃棄する。

【凡例】

5 7

6

13

F

4

撤去

撤去

修理　建具案内図

現状　建具案内図

A-15

修理

修理

新作

新作
WD

14

WD

15
雨戸雨戸

新作
踏石

新作→現状の建具が無い為、又は形状変更により新しく作る。

A3 S=1:71

A2 S=1:50

WK

1
新作

WS

1
新作

WS

1
新作WS

1
新作

新作

WD
作替

6

雨戸

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



3
3

40

作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

WD

1

姿　図

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

WD

姿　図

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

姿　図

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

姿　図

木製両開き框戸

門

ｹﾔｷ材

85

1
0
5

2
,
4
0
5

2,340

105 960 105 960 105
105

(表）

2
0

(裏)

2,340

WD

2

1
0
5

2
,
2
8
0

2
0

2
,
2
8
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

1
0
5
1
0
0 1
5
01
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0

1
5
01
0
0

2
,
4
0
5

木製片開框戸(潜戸）

門

ｹﾔｷ材
1 1

70

1
3
0

4
4
5

4
4
5

1
3
0

8
5

8
5

8
5

8
5

8
5

9
0

9
0

1
,
7
5
5

920920

9
0

1
,
5
7
5

9
0

1
,
7
5
5

(表） (裏）

WD

3

1

木製片引ｶﾞﾗｽ戸

玄関

撤去→作替

透明ｶﾞﾗｽ

840 455

1,295

1
,
7
3
0

5
0
6
6
0
3
5

2
0

5
0

2
9
8

2
02
9
9

2
9
8

30 780 30 30
395

30 (外観）

4

木製引違ｶﾞﾗｽ戸

台所

型板ｶﾞﾗｽ

ねじ錠

撤去

1

30

1
,
7
5
0

WD

1

5

木製引違ｶﾞﾗｽ戸

ねじ錠

30

4
4
0

1
,
2
8
0

4
5
2
5
2
5
2
5
3
5

40

WD

6

木製雨戸

2

30

和室（3） 和室（3）

WD

7

木製引違ｶﾞﾗｽ戸

和室（1）

型板ｶﾞﾗｽ

撤去30

1

1,925

1
,
7
2
0

7
0
5
1
6
0

8
5
5

35 35 35

5
5

1
0
0

1,867

40

1,853

修理

※修理範囲は腰板とする（斜線部）

WD

8

木製引違ｶﾞﾗｽ戸

30

型板ｶﾞﾗｽ　一部摺ｶﾞﾗｽ

存置

1
,
7
2
0

摺ｶﾞﾗｽ

型板ｶﾞﾗｽ

1

和室（2）

1,870

WD 木製引違ｶﾞﾗｽ戸

型板ｶﾞﾗｽ

撤去30

1

1
,
7
2
0

7
0
5
1
6
0

8
5
5

35

5
5

1
0
0

9 和室（3）

1,920

WD

1

30

10

木製片開板戸

撤去

1
,
7
3
0

WD

1

30

木製片開板戸

便所

撤去

11

640

1
,
5
0
5

WD

1

30

12

作替

1
,
7
2
0 30

35 35

623

30 30

1,868

木製引違板戸

前室

4
5

濡縁

WD

1

作替

前室13

木製潜引戸付片開格子戸

45

1,217

1
,
7
6
0

3
3
3

1
,
2
5
3

8
0

4
7

4
7

2
7

540 45 532 4555

(平面)

1,217

3
3 17割 18割

A-16

※修理範囲は框及び板の一部とする（斜線部）修理（ただし飾金具は新作）

飾金具　　閂　　肘壷(修理) 飾金具　　閂　　肘壷

存置（ただし飾金具は新作）

杉　　古色塗

上げ猿　　引手

杉　　古色塗杉　　古色塗

鎌錠　　上げ猿　　引手

※現状のものが保存されている。

肘壷　　鎌錠　　引手

※現状のものが保存されている。

建具表（1）

WD

14

1

木製引違ガラス戸

和室（1）

30 新作

摺ガラス

摺ｶﾞﾗｽ（ガラス入替え）

1
,
7
2
0

1
,
7
2
0

1
,
2
8
0

4
4
0

1,934

40 4040

3
5

4
5

2
5

2
5

2
5

1,200 600

6
0
0

7
5
0

6
0

6
0

6060 45

WS

3

エアコン室外機目隠し

新作

古色塗り

木製格子スクリーン

1

1,830

4
0

1
8

1
8

1
8

5
0

3535351
,
7
2
0

透明ｶﾞﾗｽ

摺ｶﾞﾗｽ

WW
2

1

木製引違ｶﾞﾗｽ窓

和室（2）

30

摺ｶﾞﾗｽ　一部透明ｶﾞﾗｽ

存置

1,355

3
0

5
0

30 30 30

存置30

木製引違ｶﾞﾗｽ戸

板間

1
,
1
7
5

WW

1

1

965

1
,
7
2
0

2
0

3
0

30 30

1
,
7
2
0

3
0

3030

2
0

WD

15

木製雨戸

和室（1）

2
杉　古色塗り

上げ猿

30

引手

新作

1,005

A3 S=1:71

A2 S=1:50

新作（戸袋は木工事）

（戸袋は木工事）

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

1

姿　図

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

姿　図

記号

数量

既製品

種類

位置

仕上

金物

見込

ｶﾞﾗｽ

備考

姿　図

1

S 引違障子窓

和室（3）

S

1

2

ﾊﾒ殺し障子窓

和室（5）

S

1

ﾊﾒ殺し障子窓

和室（5）3

新作

880

5
3
0

S

1

ﾊﾒ殺し障子窓

和室（5）4

新作

1

F 3本引違襖

和室（1）

21 新作

F

和室（1）

21

1

2

作替

1

引違襖 F

21 作替

1

引違襖

3 和室（3）

1
,
7
2
0

1,256

5
8
5

1
,
4
9
0

985

1
,
2
9
0

4
9
5

877

6
2
5

1
,
2
7
5

2,823

1
,
7
2
0

1,868

1
,
7
2
0

1,870

F

21

1

引違襖

和室（5）

新作

1
,
7
3
0

1,838

7

F

1

3本引違襖

21 新作

和室（4）

2,925

1
,
7
3
0

6

F

1

3本引違襖

21 新作

2,129

1
,
7
3
0

和室（4）5

F

21

1

引違襖

和室（3）

1
,
7
2
0

4

新作

1,920

45

8

1
8
0

28 52
2

82

8

1
4
5

1
0
0

80

30

27 1.51.5

2
8

5
2

2

8
2

20

1
8
0

2
7

1
2
6

2
7

1
5
.
5

9
5

1
5
.
5

9
9
5

9

1
1
3

2 105 9

S1：5 S1：5

A-17建具表（2）

閂鎹詳細図肘壷詳細図

鳥の子張　縁：杉　ｶｼｭｰ塗

手掛手掛

鳥の子張　縁：杉　ｶｼｭｰ塗

鳥の子張　縁：杉　ｶｼｭｰ塗 鳥ﾉ子紙（張替）縁：杉　ｶｼｭｰ塗 鳥ﾉ子紙（張替）縁：杉　ｶｼｭｰ塗 鳥の子張　縁：杉　ｶｼｭｰ塗鳥ﾉ子紙　縁：杉　ｶｼｭｰ塗

手掛手掛手掛手掛 手掛

修理修理

杉 杉

2
1
8
Φ

家紋　丸ニ片喰 NON 桧板　漆塗り

正面大戸上部に金具で取付け

26

1,560

AW

1

アルミ製引違ガラス窓

台所

アルミカラー 透明ガラス

撤去

A3 S=1:71

A2 S=1:50

WK

1

和紙 和紙 和紙 和紙

7
4
0

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

(現況）床伏図 S1:50

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

ロ

ホ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
,
1
4
0

1
,
3
3
5

1
,
4
8
5

1 3 4 5 6 7 8 9 11 12 14 15 16 17 18

2

4,232 4,975 3,045

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 985 1,965 918

887 4,838

970

玉石

玉
石

凡例

75

330

75

330

既設柱 金物補強

足固め固定金物　PL-6
1-M12

金物補強

1
5
0

1
0
0

引抜金物

土
壁

土
壁

足固め固定金物　PL-6
1-M12

防湿ｼｰﾄｔ0.15・砕石

A-18

→土台(桧一等）105×105

→鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ底盤ｔ150

FC21　鉄筋D13（SD295A)ﾀﾃﾖｺ共@200

防湿ｼｰﾄｔ0.15　　砕石C-40　ｔ100

修理　　基礎伏図

→盤木（堅木）120×120×50

足固　60×90 足固　60×90

玉石玉石

A3 S=1:71

A2 S=1:50

S＝1：20 S=1:20 S=1:20柱脚部詳細図(1) 柱脚部詳細図（2） 柱詳細図（3）

防湿ｼｰﾄｔ0.15・砕石防湿ｼｰﾄｔ0.15・砕石

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2

4,232 4,975 3,045

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 3,045 985 1,965 918

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

1
,
1
4
0

1
,
3
3
5

1
,
4
8
5

S 1:50

970

4,838887

887

→荒板（杉板）ｔ 15

凡例

床板

(復旧 ) 床框・床板

(復旧)

3
,
9
6
0

修 理　 床伏 図

修 理　 床伏 図 A-19

→束石敷替　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ（ただし使用できる既存束石については極力使用すること。）

束入替(桧一等） 105× 105

→大引入替（桧一等）105× 105

→根太入替（杉一等）W55× H50

→根太掛け入替(杉一等 )W55× H50

A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



4,868

作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2

4,232 4,975 3,045

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 3,045 985 1,965 918

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

1
,
1
4
0

1
,
3
3
5

1
,
4
8
5

5 40

S1:50

桁

桁

頭つなぎ

頭つなぎ梁
　

丸
太

凡 例

→土壁

(修理 ） 梁伏 図

(修 理） 梁伏 図

970

火打金物HB（新設）

A-20
A3 S=1:71

A2 S=1:50

又は　杉90× 90
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小屋束

作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2

4,232 4,975 3,045

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 985 1,965 918

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

ロ

ホ

ル

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

540

S1:50

7
0
0

4
2
0

棟木

母屋

母屋

桁

桁

700

200

3
,
9
6
0

9 70

4,838887

修 理　 小屋 伏 図

修 理　 小屋 伏 図 A-21

野地板張替　杉板t15

棟木入替　　桧一等120× 120

母屋入替　　桧一等105× 105

小屋束入替　桧一等105× 105

垂木入替　　杉一等　 55× 55

【部材】

垂
木

5
5
×

5
5

A 3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

2
6
0

8
5

2
,
2
2
0

1
8
0

1 ,170 275

170

1
6
0

1
,
5
3
5

2 ,286350877230230920350

門扉 立 面図

門 扉飾 り金 物 詳細 図

1
0
5

100

410

1
5
0

8
5

330

1
1
0

飾 り 金物 　　 詳 細図

数量4

飾 り 金物 　　 詳 細図

数量2

飾り 金物 　 　詳 細図

18
φ

35φ

数量 12

12弁

18
φ

30

1
0
0

2 0 15

1
8

飾り 金物 　 　詳 細図

数量4

8弁

14
φ

23

飾り 金物 　 　詳 細図

数量4

8弁
1
4

15 12

飾 り金 物　 　詳 細 図

2
6
.
5

2
3

2
6
.
5

4
.
5

4
.
5

8
5

【凡例】

あ

い

う

え

お

か

→　釘隠　銅製・鉄釘　大　4ヶ所

→　釘隠　銅製・鉄釘　小　4ヶ所

→　釘隠　銅製・鉄釘　12ヶ所

→　釘隠　銅製・鉄釘　6ヶ所

ﾎ

ﾎ

鋲 14ヵ所

鋲12ヵ所

潜戸 大 戸(裏) (表） (裏 )(表）

い

い

か

か

か

か

あ

お

あ

う

か

か

150

数量 6

60
60

16弁

え

A-22

おか

→　八双金具　鉄製　大　2ヶ所

→　八双金具　鉄製　小　2ヶ所

う

え

あ

い

A3 S=1:28,7,2.8,1.4

A2 S=1:20,5,2,1

S=1:5

S=1:20

S=1:5

S=1:2

S=1:2

S=1:2 S=1:1
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出 格子 詳細 図

作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

2,130

503650

3
5

4
5

5
8
0

1
,
5
8
0

1 ,780

300

A-23

正 面 図

出格 子詳 細図

杉材：古色塗

側面 図 断 面 図

300

50 36 50

A3 S=1:28

A2 S=1:20

S=1:20
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

S1:50

1
,
9
5
0

8
3
0

板
塀

側溝

7
0
0

1
,
8
3
0

4,150

300×300
集水桝

土間ｺﾝｸﾘｰﾄの上豆砂利洗出し仕上

玉石敷き並べ

柱脚部詳細図 S1：20

1
2
0

1
0
0

豆砂利洗出し
鉄筋金網6φ200×200

砕石C-40

修理　外構図

修理　外構図 A-24

集水桝

300×300 WS

WS

WS

1

1

1 踏石

900×450×450

踏石

900×450×450

A3 S=1:71

A2 S=1:50

側溝W=240

御影敷石

Ｂ図：側溝W240（既設・新設共）Ａ図：豆砂利洗出し仕上断面

（新設側溝：Ｂ図）（側溝改修：Ｂ図）

既存石利用

（新設側溝：Ｂ図）

Ａ図

300 340 300

2
2
0

8
0

1
8
0

3
0
0

4
8
0

6
0

940

成瀬平馬家長屋門保存修理工事

砕石　C-40

捨てコンクリート
モルタル

1
0
0

2
0

V
P
6
5

V
P
6
5

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(歩道用細目)



作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

現状　平面図

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

ﾆﾆ

ﾜﾜ

3

3

ﾁ ﾁ

ﾎﾎ

ｲ ｲ

10

10

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾍﾍ

ﾄ ﾄ

9

9

ｶｶ

ﾖ ﾖ

8

8

ｦ ｦ

ﾘﾘ

ﾇ ﾇﾙ ﾙ

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990

1,522.5 1,522.5

3,045

1,943 970

1,000857

985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

985 1,965 918306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978

4,9754,232 4,868

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1
,
9
8
0

1
,
0
5
5

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

7
3
0

9
1
8

9
9
5

6
,
8
5
2

6
,
6
0
3

1
,
0
0
2

1
,
4
8
5

1
,
3
3
5

9
9
0

9
0
0

1
,
1
4
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

13

13

540

8
7
0

1
,
0
8
0

台所

物置

板間

玄関

踏板

和室(1)

和室(2)

和室(3)

床の間

押入

便所

濡縁

押入

雨戸(欠損)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展 開 方 向

Ａ-25
A3 S=1:71

A2 S=1:50
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現 状 屋 根 伏 図 S: 1 / 5 0

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

現状 屋根伏図

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

ﾆﾆ

ﾜﾜ

3

3

ﾁ ﾁ

ﾎﾎ

ｲ ｲ

10

10

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾍﾍ

ﾄ ﾄ

9

9

ｶｶ

ﾖ ﾖ

8

8

ｦ ｦ

ﾘﾘ

ﾇ ﾇﾙ ﾙ

306 994 984 1,948 1,167 2,638 1,170 999 990

3,045

1,943 970

1,000857

985 1,965 918

17,977

3,8686,9232,284

17,977

1
,
9
8
0

1
,
0
55

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

7
3
0

9
1
8

9
9
5

6
,
8
5
2

3
,
9
6
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

13

13

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

風切丸瓦6枚

風切丸瓦6枚

風切丸瓦9枚
風切丸瓦15枚

風切丸瓦

丸瓦21枚

袖瓦(平瓦)

軒:紋入鎌軒瓦

軒:巴紋入丸軒瓦

巴･鬼･鳥ﾌｽﾏ (欠損)

巴･鬼･鳥ﾌｽﾏ

Ａ-26

竪樋

呼樋

集水器軒樋

樋:塩ﾋﾞ製

本瓦葺

波板鉄板

桟瓦葺

鋼板

波板(欠損)

桟瓦葺

棟瓦

本瓦葺

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

現状 南側立面図 Ａ-27

現 状 南 側 立 面 図 S : 1 / 5 0

13

18

1817

1716

16

15

15

14

148

8

9

9

10

10

3

3

12

12

11

11

7

7

6

6

5

5

4

4

2

2

1

1

13

い い

はは に

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗

土壁(中塗仕上)

押縁下見

下見板

羽目板

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

現状 北側立面図 Ａ-28

現 状 北 側 立 面 図 S : 1 / 5 0

13

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

3

3

10

10

9

9

8

814

14

15

15

16

1617

1718

18

13

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗

土壁(中塗仕上)

押縁下見

下見板

羽目板

ろ ろ ろ

に
に

に

ろ

ろ

ほ

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

現状 西側東側立面図

現状 西側立面図 S:1/50 現状 東側立面図 S:1/50

Ａ-29

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾄ

ﾄ

ﾁ

ﾁ

ﾙ

ﾙ

10

5

10

5

ﾙ

ﾙ

ﾁ

ﾁ

ﾄ

ﾄ

ﾆ

ﾆ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ﾘ

ﾘ

ﾇ

ﾇ

ｦ

ｦ

ｶ

ｶ

ﾊ

ﾍ

ﾎ

ﾊ ﾎ

ﾍ

ﾜ

ﾜ い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗

土壁(中塗仕上)

押縁下見

下見板

羽目板

い

は

ろ
ほ

ほ

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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現状 門東側立面図 S:1/50 現状 門西側立面図 S:1/50

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

現状 門東側西側立面図

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾄ

ﾄ

ﾁ

ﾁ

ﾙ

ﾙ

10

5

1,140 840 1,055 925 1,015

4,975 6,852

925 1,055 840 1,140

10

5

ﾁ

ﾁ

ﾄ

ﾄ

ﾆ

ﾆ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ﾎ

ﾎ

1,015

ﾙ

ﾙ

ﾁ

ﾁ

ﾜ

ﾜ

ﾖ

ﾖ

977900

い

ろ

に

は

ほ

漆喰塗

土壁(中塗仕上)

押縁下見

下見板

羽目板

Ａ-30

い ろ

は

に

ほ

いろ

ろ

ろ

は
に

ほ

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

現状 断面図

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾄ

ﾄ

ﾁ

ﾁ

ﾙ

ﾙ

10

5

1,140 840 1,055 925 1,015

4,975 6,852

1,0159251,0558401,140

10

5

ﾙ

ﾙ

ﾁ

ﾁ

ﾄ

ﾄ

ﾆ

ﾆ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ﾎ

ﾎ

ﾜ

ﾜ

ﾖ

ﾖ

977 900

3
,
0
1
1

1
,
0
6
7

4
0
0

4
,
4
7
8

2
,
9
0
0 4
,
4
7
8

4
0
0

1
,
0
6
7

2
,
5
2
1

4
9
0

▽GL ▽GL

▽FL

2
,
2
7
5

2
,
3
4
7

巾木

Ａ-31
A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

8 9 11

板間 和室（1） 押入 和室（ 3） 床の間

2
,
2
7
5

2
,
3
4
7

2
,
3
4
7

二

和室（ 2）和室（ 1）B

2
,
2
6
5

押 入 和室（ 1） 板間C

8911

2
,
3
4
7

A

イ ニ チ

和室（ 1）和室（ 2）

2
,
2
6
5

2
,
3
4
7

8 9 11

踏板 和室（ 2）A

2
,
2
6
5

8911

2
,
2
5
0

和室（ 2）押入 和室（ 3） 踏板

2
,
2
7
5

(和室（ 1）（ 2）（ 3）・踏込）

C

B

ホ ニ イ

3
2
0

2
,
2
6
5

2
,
2
6
5

3
2
0

2
,
5
8
5

イ ロ ホ

玄関踏板踏板玄関 D

2
,
5
8
5

WD-8

WD-7 WD-5
F-2 WD-9

WW-1WD-8

S-1

WD-3

1
1
0

1
,
7
2
0

4
5
5
1
0

5
0

9
0
0

1
,
4
4
7

1
,
7
2
0

5
5
5
7
2

1
,
7
1
2

5
5
5
8
0

D

1
,
7
1
2

5
5
4
4
8
5
0 5
0

5
5

5
4
7

2
,
1
0
2

1
7
3

1
,
4
9
0

5
8
5
2
0
0

4
5

4
5

WW-2

14 15 16 17 18 イチ 1415

ホ 14 15 18 17 16 15 14

5
5

1
,
1
7
5

A -32

【凡例】

い

ろ

→　じゅらく塗

→　土壁（中塗仕上）

い

い

い い

い い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い
い い い

二

B

イチ

和室（ 3）

い い

い F-3

床の間

2
,
2
7
5

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

OPEN

OPEN板戸

現状　展開図（1）
A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

（ 物置 ･台所 ） A-33

【凡例】

い

ろ

→　じゅらく塗

→　土壁（中塗仕上）

は →　合板張

A

1

物 置

2

3 4 5 チ ト ニ ロ イ

物置B

1

物 置

2

345

C 物置

イ ロ ニ ト チ

D

WD-12

S-4
S-3

2
,
7
9
5

4
3
0
4
5

2
,
3
2
0

S -2

3
5
51

2
0

1
,
7
8
0

4
5

4
3
0

8
6
0

4
5
0
4
5

1
,
0
1
0

8
0
0

4
5

8
9
5

5
3
0

5
0

4
3
0

1
,
7
3
0

6
0

1
,
7
3
0

5
0

6
2
0

1
2
0

6
0

ル ル

8 1210

A B

10

C

12 8

台 所 台所 台 所 台 所

AW-1

WD-7

ヨ ワ ヌ チ

D

ヨワヌチ

ろ

ろ

ろ

ろ ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ

ろ ろ

は

は

は

は

WD-4

は

2
,
5
4
5

1
,
5
5
0

1
,
7
4
0

O PEN

寄せ 寄せ 寄せ

ろ

巾木 巾木 巾木
巾木

現 状　 展開 図 （2）
A3 S=1:71

A2 S=1:50
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現 状 天 井 伏 図 S : 1 / 5 0

作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

現状 天井伏図

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

ﾆﾆ

ﾜﾜ

3

3

ﾁ ﾁ

ﾎﾎ

ｲ ｲ

10

10

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾍﾍ

ﾄ ﾄ

9

9

ｶｶ

ﾖ ﾖ

8

8

ｦ ｦ

ﾘﾘ

ﾇ ﾇﾙ ﾙ

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990

1,522.5 1,522.5

3,045

1,943 970

1,000857

985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

985 1,965 918306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978

4,9754,232 4,868

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1
,
9
8
0

1
,
0
5
5

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

7
3
0

9
1
8

9
9
5

6
,
8
5
2

6
,
6
0
3

1
,
0
0
2

1
,
4
8
5

1
,
3
3
5

9
9
0

9
0
0

1
,
1
4
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

13

13

吹抜

波板

鋼板

波形鉄板

ろ

は

に

ほ

い 棹縁天井

根太天井

竹すのこ天井

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

化粧野地板

ほ

ほ

ほ

ほ

ほ

に

いい

い

いい

い
い

ろ

は

(欠損)

Ａ-34
A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

4,232 4,975 3,045 857 4,868

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 3,045 857 1,000 985 1,965 918

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

9
9
5

9
1
8

7
3
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

6
,
6
0
3

6
,
8
5
2

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

1
,
1
4
0

1
,
3
3
5

1
,
4
8
5

1
,
0
0
2

9
9
0

9
0
0

5 40

1
,
0
8
0

8
7
0

三 和土

→土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

→荒板ｔ15

S1:50

→土→大引

→根太　 W55× H50

→根太掛け

凡例

→束石

→ CB束石

土

現 状　 床伏 図

現 状　 床伏 図 A-35

丸太 丸太

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

4,232 4,975 3,045 857 4,868

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 3,045 857 1,000 985 1,965 918

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

9
9
5

9
1
8

7
3
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

6
,
6
0
3

6
,
8
5
2

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

1
,
1
4
0

1
,
3
3
5

1
,
4
8
5

1
,
0
0
2

9
9
0

9
0
0

5 40

S1:50

頭
つ

な
ぎ

桁

桁

頭つなぎ

頭つなぎ梁
　

丸
太

凡 例

→土壁

→除却部分

現 状　 梁伏 図

現 状　 梁伏 図 A-36
A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

4,232 4,975 3,045 857 4,868

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 1,000 985 1,965 918

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

9
9
5

9
1
8

7
3
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

6
,
6
0
3

6
,
8
5
2

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

540

S1:50

7
0
0

4
2
0

棟木

母屋

母屋

桁

桁

9
9
0

9
0
0

7 00

200

500

3
4
0

垂
木

5
3
×

5
3

現 状　 小屋 伏 図

現 状　 小屋 伏 図 A-37

小屋束

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

S1:50

ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ敷き

1
,
9
5
0

8
3
0

4
6
0

土 間 ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
3
5

1
6
0

1
6
0

2,000

板
塀

側溝

580× 410

1,100

1,160

1
5
0

1
,
2
3
0

1
8
0

1
,
9
5
0

470

土
土

土

土

2
0
0

現 状　 外構 図

現 状　 外構 図 A-38

As舗装

板戸自然石

延石

延石

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

板壁

延石

敷石

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

4,232 4,975 3,045 857 4,868

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 3,045 857 1,000 985 1,965 918

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

9
9
5

9
1
8

7
3
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

6
,
6
0
3

6
,
8
5
2

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

S1:50

KBM＝± 0
（延石中央天端）

-21

-96

-121

-116

-60

-26 -66 -136 -35

-82

-42

-1

+8
-31

-27
-55

+4

-18

+11

+14

-39

± 0 ＋ 6

-47

-55

-7

+58

+488

+488
+15

+487

+491

+454 +467

+20

+9 +58

+100
+130

+72 +51

+52

+472+496+477+505+468

+482 +503

+497

+488
+471

＋ 504

+1

-26

→ FLを示す。

現 状　 ﾚﾍﾞﾙ図

現 状　 ﾚﾍﾞﾙ図 A-39
A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称 図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

工事名称

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

4,232 4,975 3,045 857 4,868

306 1,978 1,948 1,167 2,638 1,170 3,045 857 1,000 985 1,965 918

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

9
9
5

9
1
8

7
3
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

6
,
6
0
3

6
,
8
5
2

カ

ロ

ホ

リ

ル

ヨ

ワ

ヲ

イ

ハ

ニ

ヘ

ト

チ

ヌ

1
,
0
1
5

9
2
5

1
,
0
5
5

1
,
9
8
0

1
,
9
4
0

3
,
0
3
5

4
,
9
7
5

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18

2 13

9181,9659859701,9439909991,1702,6381,1671,948984994306

4,232 4,975 4,902 3,868

17,977

S1:50

Y

X

X（　）

Y（　）

※（　）内数値→
内法高さ1720

（　　）

凡例

20

6

20

20

6

7

21

27

37

32

64

27

26

3

10

0

7 10

42

24

29
56

39

57

11

53

7

32

3

36

24

柱

6

20

85

7

43

10

11

1

26

19 19

7

17

7

50

3

86

3

64

0

75

7

47

10

46

39

30

1
39

3

0

11

0

8

7

21

1

18

63
8

83

18

25

23

21
23

32

16

33

4
67

37

6

0

16

27

42

A-40現 状　 柱傾 斜 図

現 状　 柱傾 斜 図

A3 S=1:71

A2 S=1:50
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作図査図 担当

図面名称

工事名称

図面番号

設計日付

　　.　　 .　　

コード

縮尺 頁

全

1

1

2

2

4

4

5

5

6

6

7

7

11

11

12

12

ﾆﾆ

ﾜﾜ

3

3

ﾁ ﾁ

ﾎﾎ

ｲ ｲ

10

10

ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾍﾍ

ﾄ ﾄ

9

9

ｶｶ

ﾖ ﾖ

8

8

ｦ ｦ

ﾘﾘ

ﾇ ﾇﾙ ﾙ

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990

1,522.5 1,522.5

3,045

1,943 970

1,000857

985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

985 1,965 918306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978

4,9754,232 4,868

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1
,
9
8
0

1
,
0
5
5

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

1
,
3
2
0

7
3
0

9
1
8

9
9
5

6
,
8
5
2

6
,
6
0
3

1
,
0
0
2

1
,
4
8
5

1
,
3
3
5

9
9
0

9
0
0

1
,
1
4
0

14

14

15

15

16

16 17

17 18

18

13

13

540

8
7
0

1
,
0
8
0

台所

物置

板間

玄関

踏板

和室(1)

和室(2)

和室(3)

床の間

押入

便所

濡縁

押入

ガト 上下2本ミゾ

上下3本ミゾ建具ナシ

ガマ　上下2本ミゾ

ガ
ト

　
上

下
2
本

ミ
ゾ

フ
ト

　
上

下
2
本

ミ
ゾ

フ
ト

　
上

下
2
本

ミ
ゾ

ガ
ト

　
上

下
2
本

ミ
ゾ

ガ
マ

　
上

下
2
本

ミ
ゾ

ＡＬマド

ガト　上3本下下1本ミゾ

ミ
ガ

キ
丸

太

ガ
ト

　
上

下
1
本

ミ
ゾ

建具ナシ 建具ナシ

ガト　上下2本ミゾ

柱腐朽

上下3本ミゾ 上2本ミゾ 下欠損

土
カ

痕
跡

あ
り

敷居腐朽扉ナシ

片扉ナシ

土カ

土カ土カ土カ

土カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土
カ

土カ 土カ

土カ

土カ

土カ 土カ 土カ 土カ

土カ

土カ

土カ

土カ

土カ

板ト

合板

合
板

合
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上
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本
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雨戸欠損

サオ天
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天
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天
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天
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天
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ネ

ダ
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痕跡図

サオ天

ス
ノ

コ
天

建
具

ナ
シ

上
2
本

ミ
ゾ

下
欠

損

スノコ天

半柱

凡例

シマ シマ　上下2本ミゾ

シ
マ

欠
損

シ
マ

欠
損

土カ 土壁

ガト ガラス戸

ガマ ガラス窓

障子窓

サオ天 棹縁天井

スノコ天 簀子天井

ネダ天 根太天井

フト 襖戸

シマ

A-41
A3 S=1:71

A2 S=1:50

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



コード

縮尺 図面番号

設計日付

　　．　　　．　　

頁

全作図査図 担当

図面名称

工事名称

電気設備　特記仕様書 E-1
Ａ３＝ＮＳ

Ａ２＝ＮＳ

電 気 ・空 調設備工事特記仕様書

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所

Ⅲ　建物概要

木造１階建て

建物名称 延面積（㎡） 消施令の適用 備　　考構造及び階数

Ⅳ　工事仕様　　　　　　　　　＊包含工事の場合、◆印の項目及び事項については元請業者の業務内容に含むものとする。

　　「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」　最新版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　・施工計画等

　・工事使用材料等

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

　　　主要機器、重量機器、３ｋｇ超過吊器具等については固定方法、吊り方法等の詳細図を作図

　　し充分な耐震性能を確保する施工法を提案すること。

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

改善策を講じること。

　◆総合施工計画書

２．一般事項

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１．施行基準 　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　最新版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築設備工事標準図　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

　＊詳細施工図（施工図リストを含む）

　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　・完成書類 　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　◆工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　◆製本図面（竣工図、施工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　◆竣工図は、原図サイズ及びＡ３縮小版を各２部・施工図は、原図サイズ１部。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、工期、竣工図（又は施工図）、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　◆引渡目録、工事書類預り書

　◆工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　・発生材の処理等

　・残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）レ

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェストＡ、Ｅ票の写を監督員に提出する）

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

　・諸手続 　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

名　　　　　　称

WS

引き込み柱（コンクリート・鋼管）

引き込み開閉器盤

電灯分電盤

記　号

凡例

備　　考 名　　　　　　称 備　　考記　号

～

盤類結線図参照

　　　〃

カラープレート

，３ ４

， ２ コンセント　２Ｐ１５Ａ×１、２Ｐ１５Ａ×２

　　〃

　　〃

非常警報装置（ＢＴ内蔵－埋込型）Ｂ L F

メーカー型番は参考とする。

　〃　　　３Ｗ１５Ａ、４Ｗ１５Ａ（ＯＮピカ・ネーム付）

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１～６（ＯＮピカ－ネーム付）

工事範囲

配線器具

プレート

照明器具

特別なものを除き大角型とする

新金属 ステンレス フルカラー（　　　　）

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

蛍光灯の２０Ｗ以上、ＨＩＤ器具の安定器は何れも省電力型を優先とする。

工事範囲 配管 配線電
灯
設
備

電気方式　種別

フロアーコンセント アップコン

ＢＴ内蔵型非常照明

照度測定

ＢＴ別置き型

収納式（上下可動） 固定式

行う（各居室　３ポイント） 行わない

単相３線式（２００／１００Ｖ） 単相２線式（ １００Ｖ ２００Ｖ　 （　　　　　）Ｖ）

機器取付 ポール灯基礎工事

盤類形式 埋込み型 露出型 民間仕様 盤内には、施工年月、請負者名、施工者名を記載する。

その他 警報設備 動力設備

雷サージ保護 設置（・単相用・動力用） 設置しない ＳＰＤ（低圧用） クラスⅠ クラスⅡ

工事範囲 配管 配線 機器取付 引込 引込み工事負担金 警報設備

電気方式 単相２線式（２００Ｖ）　単相３線式（２００／１００Ｖ） ６０Ｈｚ

６０Ｈｚ三相３線式（２００Ｖ）電
灯
・
動
力
幹
線
設
備

空
調
設
備

設計空気条件
（指示なきは建設省建築
設備設計基準による）

放熱器

配管材料

配管方式

冷媒配管

ドレン配管

34.0

乾球温度℃ 湿球温度℃

27.5 60.0

相対湿度％

外気条件

＜夏季＞

26.0 --- 50.0室内条件

EHP GHP FCU

冷媒配管 冷温水配管 冷却水配管

冷媒用銅管 冷媒用被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

冷媒管

ドレン管

保温施工範囲は共通仕様書による。

保温施工種別 共通仕様書による。 下表による。

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

ＪＩＳ　Ｈ３３００

温水配管 露出配管 インペイ配管

外気条件

＜冬季＞ 乾球温度℃

22.0 --- 成行

40.00.0 -3.0

相対湿度％湿球温度℃

室内条件

ACU

屋外露出・多湿箇所 グラスウール保温筒

屋内露出 グラスウール保温筒

ドレン配管（保温厚２０㎜）

天井・ＰＳ内 グラスウール保温筒

合成樹脂化粧ケース 塗装仕上げ

アルミガラスクロス

合成樹脂カバー（ジャケットタイプ）

合成樹脂カバー（ジャケットタイプ）グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

ステンレス鋼鈑仕上げ

整形用テーピング仕上げ

整形用テーピング仕上げ

グラスウール保温筒

合成樹脂化粧ケース

合成樹脂化粧ケース

合成樹脂化粧ケース

合成樹脂化粧ケース

屋内露出

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

冷媒配管（保温厚：ガス管２０ｍｍ、液管１０ｍｍ〔１０φ以下は８ｍｍ〕）

項　　　目

（２）絶縁処理

　・機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

　・既設のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッター

　　を使用すること。

（１）配管架台

　・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ

　　仕上げとする。

３．施工

（３）はつり

（４）躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること。

　・屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

（６）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

（５）アンカーボルト

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（７）保護キャップ等

特　　　　記　　　　事　　　　項

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

（２）測定機器の校正記録

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

４．その他 （１）使用機械

　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等

●ＪＩＳ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

　優先使用）　　　　　 ブルのあるもの

電線 一般配線工事に使用する ●ＪＩＳ規格適合品
もので、エコ電線・ケー ●ＪＣＳ（日本電線工業会規格）規格適合品

電線、ケーブル類
（エコ電線・ケーブルを

　分　　類

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

とう電線管、フロアダク
ト、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

●（社）日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

（省エネ型を優先使用）
●ＪＩＳ規格適合品照明器具 蛍光灯器具

ＩＶＥ、ＦＥＰ、ＣＤ、
合成樹脂製可とう管、可

電線保護物類 金属管、ＶＥ、ＰＦ、Ｈ

●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

もの
●ＪＩＳ規格適合品配線器具 コンセント、スイッチ 一般配線工事に使用する

盤類
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

分電盤、実験盤 ●ＪＩＳ規格適合品

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪＩＳ
　　　マーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　・「設備機材等評価名簿」とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備機材
　　　機械設備機材）」の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

　　資　機　材　名　分　　類 　　適　用　範　囲

銅管継手

空気調和機

管

保温材

銅管

イノアックコ－ポレ－ション／東洋フィッティング／又は同等品以上

ダイキン工業／東芝／日立製作所／ＰＡＮＡ／三菱重工／三菱電機／

イノアックコ－ポレ－ション／神戸製鋼所／住友軽金属工業／

三菱マテリアル／又は同等品以上

又は同等品以上

冷媒用

ＥＨＰ

塩化ビニル管（継手共）

ＲＷ・ＧＷ保温材

冷媒用

●ＪＩＳマーク表示品

　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等

●ＪＩＳマーク表示品／水マーク表示品

空調設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

三重県伊賀市　丸之内地内

成瀬平馬家長屋門修理工事

73.51　㎡長屋門

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



コード

縮尺 図面番号

設計日付

　　．　　　．　　

頁

全作図査図 担当

図面名称

工事名称

電気設備　盤類結線図・照明器具姿図 E-2
Ａ３＝ＮＳ

Ａ２＝ＮＳ

Ａ ＬＥＤペンダント　３３００ｌｍ－４７．０Ｗ

Ｂ ＬＥＤスポットライト　８４５ｌｍ－１１．７Ｗ

Ｃ ＬＥＤスポットライト　３０５ｌｍ－５．５Ｗ

パナソニック　ＬＧＢＺ６２００　相当品

パナソニック　ＮＴＳ０１１３２ＢＬＥ１　相当品

積算電力計（電力会社支給品）

ＷＨＭ

１　φ　３　Ｗ

３Ｐ　ＭＣＢ

５０／　５０

Ｌ　―　１　へ

パナソニック　ＸＤＴＡ０１６３Ａ相当品

WS ＳＷ－１　　引き込み盤（屋外型－鋼管柱取付） Ｌ－１　　電灯分電盤（樹脂製箱－扉付き）

ＬＳ

１　φ　３　Ｗ

３Ｐ　ＥＬＢ　５０／　５０　　　　ｘ　１

３ ５

４２31

１2

2
0
0
V
2
0
0
V

2
0
0
V

２Ｐ　ＣＢ２Ｅ２０ＡＴ（２００Ｖ）ｘ　３

２Ｐ　ＣＢ１Ｅ２０ＡＴ（１００Ｖ）ｘ　５

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、一般タイプ

３５００Ｋ、Ｒａ８５、広角タイプ

首振角度約９０°・電圧１００Ｖ

光源寿命：４００００時間（光束維持率７０％）

灯具：アルミダイカスト（ブラックつや消し仕上）

１００Ｖ配線ダクト用

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８５／電球色（３０００Ｋ）、Ｒａ８５

器具光束３３００ｌｍ、消費電力４７Ｗ、電圧１００Ｖ

引掛シーリング方式

下面パネル：アクリル（乳白つや消し）

側面アクリル強化和紙張り、木製（白木）

丸型フランジ付、調光可能〈約１００％～５％〉

灯具：アルミダイカスト（ブラックつや消し仕上）

天井直付型

灯具部幅φ６０・長１０５

D ＬＥＤポーチライト　９５ｌｍ－５．２Ｗ　

パナソニック　ＬＧＷＣ８０２４６ＬＥ１　相当品

電球色（１個）、拡散タイプ、防雨型、密閉型

ネジ込み方式、明るさセンサ付、段調光省エネ型

センサ可動範囲〔全方向２０度〕、点灯照度調整機能付

カバー：ガラス（乳白）

本体：アルミダイカスト（オフブラック）

Ｗ＝２４９　Ｈ＝２６７　出しろ３１７

光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

パナソニック　ＮＮＮ０１５２２Ｂ　相当品

首振範囲９０度

成瀬平馬家長屋門保存修理工事



注１，図中に示す既設器具（実線のみ）の撤去を行うこと。

コード

縮尺 図面番号

設計日付

　　．　　　．　　

頁

全作図査図 担当

図面名称

工事名称

電気設備　現状設備図（撤去図） E-3
Ａ３＝１：７１

Ａ２＝１：５０
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9
9
5

6
,
8
5
2

6
,
6
0
3

9181,522.5 1,522.5

3,045

1,000857 985 1,965306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978

4,9754,232 4,868

1
,
1
4
0

1
8
0

6
6
0

1
,
9
8
0

1
,
0
5
5

3
,
0
3
5

9
2
5

1
,
0
1
5

1
,
9
4
0

4
,
9
7
5

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990 1,943 970 985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

8
7
0

1
,
0
8
0

540

1
,
0
0
2

9
9
0

9
0
0

1
,
4
8
5

1
,
3
3
5

1
,
1
4
0

踏板

玄関

押入

押入

床の間

濡縁

台所

便所

電灯盤（木板取付）
Ｍ＝ＫＳ２Ｐ３０Ａ
Ｓ＝２ＰＳＢ２０Ａ×４

電灯盤（樹脂製盤）

Ｓ＝２ＰＳＢ２０Ａ×６
Ｍ＝３ＰＥＬＢＰ３０Ａ
リミッターＳＷ－４０Ａ

ＣＡＴＶ保安器

手元開閉器ＫＳ３Ｐ３０Ａ

和室（３）

W

電話保安器

Ｓ

電灯幹線引込み口金物一式

電話引込み口金物一式

２

１

２

３

和室（２）

板間

物置

ＣＡＴＶ引込み口金物一式

ＣＰ３２

和室（１）

ＣＰ３２
シーリングソケット

ＣＰ３２

Ｖ４２

ﾆ

ﾜ

ﾁ

ﾎ

ｲ

ﾛ

ﾊ

ﾍ

ﾄ

ｶ

ﾖ

ｦ

ﾘ

ﾇ ﾙ

1 2 4 5 6 7 11 123 1098 14 15 16 17 18

13

1 2 4 5 6 7 11 123 1098 14 15 16

13

ﾆ

ﾜ

ﾁ

ﾎ

ｲ

ﾛ

ﾊ

ﾍ

ﾄ

ｶ

ﾖ

ｦ

ﾘ

ﾇﾙ

露出型照明器具　ＦＬ－　４０Ｗｘ２V42

CP32 　　〃　　ＦＣＬ－３０Ｗｘ２ コードペンダント

～ １Ｐ１５Ａ×１～６スイッチ

２Ｐ１５Ａ×１，２， ２１ コンセント

シーリングソケット

住宅用火災警報器（煙感知器）

電灯分電盤

　　　（点線にて示す器具等は流用とする）

注２，既存建家内、既設電気設備は、機器及び配管、配線等、全て撤去を

　　　行うこと。
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コード

縮尺 図面番号

設計日付

　　．　　　．　　

頁

全作図査図 担当

図面名称

工事名称

電気設備　設備図（改修図） E-4
Ａ３＝１：７１

Ａ２＝１：５０

999 2,046

8,770

970887 985 1,965 918306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978

4,9754,232
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32
0
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,3
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32
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,9
60

306 994 984 1,948 1,167

4,232

2,638 1,170

4,975

999 990 1,943 970 985 1,965 918

4,902 3,868

17,977

1,
14
0

1
80

66
0

1,
98
0

1
,0
55

3,
03
5

9
25

1,
01
5

1
,9
40

4,
97
5

前室 三和土

和室（５）板敷

小縁

押入

三和土

板間1,
48
5

1
,3
35

1,
14
0

２
２

（Ｅ３１）露出

１φ　ＣＥ１４゜－３Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＥＤ

Ｅ５．５゜（ＶＥ１６）

ＥＤ

Ｅ５．５゜（ＶＥ１６）

引込み（電力会社）１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

Ｐ．ＢＯＸ
２００×２００×１００

床の間和室（１）

和室（３）

和室（２）

小縁

１φ　ＣＥ１４゜－３Ｃ

1 5 6 7 9 14 15 16 17 182 3 4 8 11 12

1 5 6 7 9 14 15 16 17 182 3 4 8 11 12

ﾁ

ｲ

ﾙ

ﾄ

ﾛ

ﾍ

ﾊ

ﾆ

ﾎ

ﾁ

ｲ

ﾙ

ﾄ

ﾛ

ﾍ

ﾊ

ﾆ

ﾎ

WS

（ＰＡＮＡ　ＸＤＴＡ０１６３Ａ相当品）

和室（４）

１２．８㎡
１８㎡

１３．５㎡

押入 空調室内機用電源

押入

引き込み鋼管柱（６．３Ｍ）基礎・装柱材料・引き込み盤共

２ ２

3
２

ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋２Ｃ＋３Ｃ（ＰＦ２８）

A

A

×２

D

2

空調室内機用電源

C

C

１φ　ＣＥ１４゜－３Ｃ（コロガシ）

ＥＤ　Ｅ　５．５゜　　（コロガシ）

A

1

C

２

D

L-1

D

1

2

空調室内機用電源

A

A

B
×２

B
×２

B
×３

B
×３

B
×３

B
×３

ＣＥ

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

２．０－３Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

１．６－２Ｃ

１．６－３Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

１．６－３Ｃ

２．０－２Ｃ

１．６－２Ｃ＋２Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

５．５゜－３Ｃ〈１Ｃ＝ＥＤ〉

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

（ＦＥＰ３０）

注２．配線図中特記なき配管配線は下記とする。

注１．図中に示す機器・配管・配線は全て新設とする。

　〃 １．６－２Ｃ＋２Ｃ （ＰＦ２２）

　〃 １．６－２Ｃ＋３Ｃ （ＰＦ２２）

　〃 １．６－３Ｃ＋３Ｃ （ＰＦ２２）

ＥＥＦ

但し、二重天井内は、ケーブルコロガシとする。

配線ダクト（２Ｐ１５Ａ）

電源取入口・エンドキャップ共

SW-1

L-1

踏石踏石
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コード

縮尺 図面番号

設計日付

　　．　　　．　　

頁

全作図査図 担当

図面名称

工事名称

電気設備　空調設備図（改修図） E-5
Ａ３＝１：７１

Ａ２＝１：５０

999 2,046 970887 985 1,965 918306 1,948 1,167 2,638 1,1701,978
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前室 三和土

和室（５）板敷

小縁

三和土

板間1,
48
5

1
,3
35

1
,1
40

和室（３）

和室（２）

小縁

ﾁ

ｲ

ﾙ

ﾄ

ﾛ

ﾍ

ﾊ

ﾆ

ﾎ

ﾁ

ｲ

ﾙ

ﾄ

ﾛ

ﾍ

ﾊ

ﾆ

ﾎ

和室（４）

8,7704,9754,232

1 5 6 7 9 14 15 16 17 182 3 4 8 11 12

1 5 6 7 9 14 15 16 17 182 3 4 8 11 12

機　　器　　仕　　様
機　器　名

記　号

電源
（参考型番）

消費電力（Ｗ）

空 調 機 器 表

注記）

＊４．運転特性、能力はＪＩＳ条件による。

＊３．電源容量値は参考とする。

＊２．室外機－室内機間の２次側配線（ＥＥＦ２．０－３Ｃ）は冷媒管と抱き合わせの上本工事とする。

PAC

2

空冷ヒートポンプ式

パッケージエアコン

（ＭＴＺ－２８１７ＡＳ）

形　式

冷房能力

暖房能力

冷媒配管

２．８　（　０．９～３．７　）　ｋｗ

３．８　（　０．９～６．８　）　ｋｗ

液側　６．３５Φ　ガス管　９．５２Φ

１φ

－２００Ｖ 冷房

暖房

圧縮機

ワイヤレスリモコンスイッチタイプ

ＡＰＦ ５．６

附属品 全面グリル・内機取付枠・ワイヤレスリモコン、他一式

ビルトイン形（壁埋込）

　６６０（１５０～１１８０）

１０１０（２３０～２４４５）

６５０

空冷ヒートポンプ式

パッケージエアコン

（ＭＴＺ－３６１７ＡＳ）

形　式

冷房能力

暖房能力

冷媒配管

３．６　（　０．９～３．８　）　ｋｗ

４．８　（　０．９～７．０　）　ｋｗ

液側　６．３５Φ　ガス管　９．５２Φ

１φ

－２００Ｖ 冷房

暖房

圧縮機

ワイヤレスリモコンスイッチタイプ

ＡＰＦ ５．１

附属品 全面グリル・内機取付枠・ワイヤレスリモコン、他一式

ビルトイン形（壁埋込）

１１４０（１５０～１１９０）

１４９５（２３０～２６４５）

９５０

備　考

（参考寸法・重量）

＊６．断熱材被覆銅管　原管はＪＩＳ　Ｈ３３００による。

台　数

1

2

電　気　容　量

Ｈ５５０＊Ｗ８６２＊Ｄ３４５－３３ｋｇ

Ｈ３２５＊Ｗ７４８＊Ｄ１８１－１１ｋｇ

Ｈ５５０＊Ｗ８６２＊Ｄ３４５－３３ｋｇ

Ｈ３２５＊Ｗ７４８＊Ｄ１８１－１１ｋｇ

外機＝

内機＝

外機＝

内機＝

PAC

１

床の間

D

R

和室（１）

押入

押入

押入

凡 　 例

R

D

冷媒配管

ドレン管（ＶＰ２５）

ハツリ貫通及び補修ヶ所を示す。A

A

A

ドレン直放流 ドレン直放流

ドレン直放流

D

R

A

PAC

2

PAC

2

R
D

PAC

１

　　　保温厚はガス管２０ｍｍ、液管１０ｍｍ（１０φ以下は８ｍｍ）とする。

＊５．室外機：転倒防止支持金具取付のこと

＊７．室外機の基礎は、コンクリート製（タイガーベース）＋防振ゴム板敷

＊１．空調機は省エネタイプを使用すること。

踏石踏石
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